
令和 2年度第 11回運営委員会 議事録 

■日時：令和 2年 2月 22日（月）14：00～16：00 

■手法：Zoomリモート会議 

■参加：鈴木勝行、宮崎弘子、木内勝司、佐藤英人、山本実穂、川島秀男、浅井敬三 

■オブザーバー：山本悦男 

■議長：鈴木勝行 

■書記：宮﨑弘子 

■資料：議事次第、サイサン環境保全基金申請書、2020年度遡上調査報告書 

 

■議題 

1．サイサン環境保全基金について 

  ・変更内容について、サイサン環境保全基金の了解を得た。 

・2020年度の調査結果報告書作成終了。2月 22日入稿予定。3月半ば完成の予定。 

・修正箇所については、校正時に対応。 

・浅間堰の魚道の補修事業は 2月 23日に 9：30から事前準備、2月 24日に 9：30から生コンを使っ

て補修する。補修後２週間生コンを養生。 

 必要資材について確認した。 

活動従事予定者。（鈴木、浅井、山本悦、山本実、大熊、菅野） 

資材は 2月 20日に浅井、山本悦、鈴木３名で購入済み。（予算：28,646円、生コン費約 18,480円。） 

   

2．2021年度の助成金申請について 

➀サイサン環境保全基金に申請。申請内容資料参照。（2月 15日郵送済み、担当：鈴木） 

 矢颪堰まで遡上できるようにしたいが、西武鉄橋の下は遡上が難しい。こうした状況について飯能

県土整備事務所に相談に行く。当会としても西武鉄橋の下での放流など可能なことを検討する。 

・武州・入間川プロジェクトに対する申請。申請内容いついてはメールにて確認済み。（近日中に対

応 締切 3/12 担当：宮﨑） 

 

3．2021年度の一斉水質調査について 

  ➀調査協力団体について 

・高麗川ふるさとの会、はとやま環境フォーラム、秩父源流方面等が 2021年度より実施不可。高

麗川ふるさとの会実施個所については城西大学高麗川かわガール（真野さん）に声がけをする。

秩父源流方面については当会で実施を検討する。 

・新たに澤田さんが参加。 

②全国実行委員会について、本日渡邉さんが欠席の為、次回、報告を受ける。  

 

4.その他 

➀ 矢来堰の魚道進捗状況と見学会開催について 

  ２月 26日に完成との情報があるので、埼玉県農林振興センターに進捗状況を確認の上 3月上旬に



見学を行いたい。日程については確定したら連絡をする。 

② エコネットについて報告（川島） 

  「秋には、鴻ノ巣にコウノトリの人工飼育所が開所する。見学を検討してください。」とのこと。 

   

 

次回 令和 3年 3月 22日（月）10：00～Zoomリモート会議 


